
教　　　科：公民 　　科目：現代社会  　　単位数： ２単位

対象学年組： 第 ３ 学年A組～G組　　

指導内容 科目○○○　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

４

月

地球環境問題
地球温暖化・オゾン層の破壊・酸性雨・原子力エネルギー利用の是非などの、様々な問題

について、当事者意識をもって学ばせる。

発言およびレポート等 5

東京都立石神井高等学校　令和4年度　教科（  公民 ）科目（現代社会 ）　年間授業計画

使用教科書：（  第一学習社　改訂版　現代社会 ）

使用教材  ：（     ）

教科担当者：(A組：佐藤 )(B組：小松 )(C組：小松 )(D組：佐藤 )(E組：佐藤 )(F組：佐藤 )(G組：小松 )



指導内容 科目○○○　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

５

月

地球環境問題
地球温暖化・オゾン層の破壊・酸性雨・原子力エネルギー利用の是非などの、様々な

問題について、当事者意識をもって学ばせる。
発言および中間考査
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指導内容 科目○○○　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

６

月

地球環境問題
地球温暖化・オゾン層の破壊・酸性雨・原子力エネルギー利用の是非などの、様々な

問題について、当事者意識をもって学ばせる。
発言およびレポート等

8



指導内容 科目○○○　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

７

月

地球環境問題
地球温暖化・オゾン層の破壊・酸性雨・原子力エネルギー利用の是非などの、様々な

問題について、当事者意識をもって学ばせる。
授業での発言と期末考査

4



指導内容 科目○○○　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

８

月



指導内容 科目○○○　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

９

月

日本国憲法について 最高法規である日本国憲法の人権条項を学び、人権意識の高い人間を育てる。

発言およびレポート等 5



指導内容 科目○○○　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

日本国憲法について
最高法規である日本国憲法の人権条項を学び、人権意識の高い人間を育てる。 発言および中間考査 8

月
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指導内容 科目○○○　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

月

先哲の思想

古代ギリシャの3賢人から現代までの西洋哲学について学ばせる。 発言及びレポート

8

1111



指導内容 科目○○○　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

月

先哲の思想

古代中国の賢人および、3大宗教について学ばせる。 授業での発言と期末考査

5

12



指導内容 科目○○○　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

１

月



指導内容 科目○○○　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

２

月



指導内容 科目○○○　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

３

月


